
価値創造プロセス

　ビックカメラグループは、店舗を起点としたお客様のニーズの把握から商品・サービスの提供、さらにはサーキュ
ラーエコノミー型事業モデルの推進を通じて、持続可能な社会への貢献と企業価値の向上を実現します。この価値創
造プロセスにおいて、お客様に喜んでいただくこと及び社会課題の解決を両立する仕組みを構築しています。
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従業員のエンゲージメント
向上に努めると共に、自ら専
門性を高め、キャリアを選択
する機会を提供し、かつ自ら
学ぶ意志のある従業員の成
長をサポートします。

従業員

お客様に喜んでいただける
よう、さらなるサービスレベ
ルの向上に努めています。

お客様

メーカーをはじめとするお取
引先の皆様と健全かつ公正
な取引を守り、共存共栄を目
指しています。

お取引先

株主・投資家の皆様からの
信頼と期待に応えられるよ
う、持続的成長を続け、企業
価値向上を目指しています。

株主・投資家

店舗を通じて地域社会と深
く関わっており、地域社会と
共に発展することでその役
割を果たしています。

社会

政府・行政機関と適切な関
係を保持して、企業行動憲
章に準じて対応しています。
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財務
売上高

百万円
922,572

営業利益

百万円
24,388

経常利益

百万円
26,674

親会社株主に帰属する
当期純利益

百万円
13,908

ROE

%9.6

非財務

人を成長の原動力
とする人財戦略

健康経営の推進

省エネ家電製品・
サービスの普及促進

温室効果ガス
排出量削減

信頼とワクワク感の
ある店舗の確立

• 店舗を起点とした顧客戦略
• グループアセット活用による買替需要の創出戦略
• インバウンド強化戦略

サーキュラーエコノミー型
事業モデルの基盤構築

社 会 課 題

テクノロジーの
急速な発展 気候変動人口減少・高齢化 地方の過疎化 生活・消費の変化

需要の多様化 小売市場の縮小

全てのベースとなる企業理念とそれを構成する要素

グループ各社の
提供価値を最大限
活用することにより、
持続可能な社会・環境に

貢献する

お客様に日々接している
現場の従業員への

権限移譲により、時代の変化、
多様化する価値観やニーズに
スピーディーに対応する

ガバナンス サステナビリテ
ィ経営

“お客様喜ばせ業”をつなぎ、期待を超える
パーパス

不要品回収
再資源化

買取・
リユース

修理・
サポート

配送・
設置・工事

お客様従業員

お客様の声

店舗運営
集客

商品・サービス
開発・仕入れ

販売

お客様に喜んでいただく

中期経営計画（2025年８月期～2029年８月期）
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財務・企業データさらなる価値創造に向けて価値創造の源泉イントロダクション




